
第4号様式(第10条関係) 

会 議 録 (要 旨)  

会 議 名  令和元年度第２回武蔵村山市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時  令和元年１１月１２日(火) 午前１０時００分～正午 

開 催 場 所  委員会室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

出席者：佐藤委員 諸江委員 鈴木委員 牧委員 小野委員  

山口委員 後藤委員 𠮷澤委員 福井委員 

欠席者：安部委員 

事務局：ごみ対策課長、ごみ対策課係長、ごみ対策課主事 

議 題 

１ 基本方針（素案）について 

 ⑴ 武蔵村山市の現状・特性の整理 

 ⑵ 有料化に当たっての論点整理 

 ⑶ 基本方針（骨子）について 

２ その他 

結 論 

(決定した方針、残

された問題点、保

留事項等を記載す

る。) 

議題１について 

 家庭ごみの有料化及び戸別収集に向けた基本方針（素案）に関し

て、事務局より素案を示し、次回の審議会にて御意見をいただくこ

ととした。 

審 議 経 過 

(主な意見等を原則

として発言順に記

載し、同一内容は

一つにまとめる。) 

 

●＝委員 

○＝事務局等 

１ 報告 

⑴ 第１回廃棄物減量等推進審議会会議録（要旨）について 

⑵ 市民アンケートについて 

 

２ 議題 

議題１ 基本方針（素案）について 

〇 「武蔵村山市一般廃棄物処理基本計画」及び資料４、５、６に

基づき説明。 

［主な意見等］ 

● ごみの組成について、世帯構成や年代別割合等に左右されるた

め、今後の人口の変化を考慮していく必要があるのではないか。 

○ 今後、人口予想等に変化があれば、対応していく。 

● 資源の分別に関して、家庭ごみ有料化により市民の分別意識が

高揚しても、複雑であるため、資源とそうでないものを正しく分

別できないという場合もある。そのため、生産者及び販売者等と

協力し、わかりやすく広報等していく必要があるのでは。 

○ 今後、実施計画を作成するにあたり、周知体制・方法等につい

て検討する。 

● 資源として排出される量が増えると、可燃等で排出されるより

も処理費用が増加してしまうのではないか。 

○ 確かにリサイクルすると、燃やすよりも費用がかかってしまう

が、循環型社会の形成に向け、まずは３つのＲを推進し、そのう

えで、資源となるものはリサイクルを行っていく必要がある。そ

の中で、費用負担についても検討をする必要はあると考えてい

る。 

● リサイクルの方が見かけ上の費用は増加してしまうが、環境負

荷により、将来的に費用が掛かってしまうということもあるた

め、その時点での費用負担が少ないかどうかだけで判断をするこ

とは危険である。 

● 店頭回収等を充実させていくことも必要ではないか。 

○ 今後、事業者と協力し、店頭回収を実施している店舗の拡大

や、その周知をしていきたいと考えている。また、市で設置して



いる拠点回収については、通常の収集ごみと同様の処理をしてい

ることから、市民の公平性の確保や不法投棄等の防止のため、議

論していただきたいと考えている。 

● 戸別収集を導入するにあたり、集合住宅についても考慮してい

く必要があるのではないか。また、現在集積所として確保されて

いる土地の扱いについても考える必要がある。 

○ 今後、実施計画を策定するにあたり、集合住宅における収集体

制及び現状の集積所の扱いについても検討する。 

● 有料袋等の販売による歳入はどのように使われる予定なのか。 

○ 今後、実施計画を策定するにあたり、有料袋等の販売による歳

入を充てる事業についても検討する。 

● 基本方針の目的について、将来の市民の為でもあること、将来

の社会への影響について内容を充実させていくと良いのではない

か。 

○ 目的について、第３回審議会にて、将来についても記載した案

を示す。 

○ 基本方針（案）については、次回の審議会にて、内容について

の御意見をいただくこととした。 

 

議題２ その他 

○ 第３回及び第４回審議会の日程については、後日、事務局より

各委員へ連絡することとした。 

 

 

会 議 の 公 開 ・

非 公 開 の 別 

☑公 開              傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

☑開 示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非 開 示(根拠法令等：                ) 

 

庶 務 担 当 課       協働推進部      ごみ対策課(内線：２９３) 

(日本工業規格A列4番)  


